
令和６年度予算が成立しました
　将来を見据えて重点的に取り組むべき「地域医療の充実」「子育て支援」「教育の充実」「産
業振興」の4つの柱に沿った新たなまちづくりをスタートさせる予算として編成した本年度
の予算の概要をお伝えします。

226億5,400万円予算総額 問い合わせ
市財政課

☎27-8416

自 

主 

財 

源
依 

存 

財 

源

歳　入
226億5,400万円

歳　出
226億5,400万円

33.6%

66.4%

市税
42億6,312万円
（18.8%）

繰入金
16億5,149万円
（7.3%）

諸収入
4億9,158万円（2.2%）
使用料及び手数料
4億8,567万円（2.1%）
寄附金
4億425万円（1.8%）
その他
3億728万円（1.4%）

地方交付税
52億5,000万円
（23.2%）

国庫支出金
37億5,010万円
（16.6%）

市債
34億9,320万円
（15.4%）

県支出金
12億6,943万円
（5.6%）

地方消費税交付金　
8億円（3.5%）

その他
4億8,789万円（2.1%）

総務費
62億5,557万円
（27.6%）

民生費
61億7,489万円
（27.3%）

公債費
21億3,950万円
（9.4%）

教育費
19億714万円
（8.4%）

土木費
18億8,906万円
（8.3%）

衛生費
17億4,753万円
（7.7%）

消防費
11億4,731万円
（5.1%）

商工費
6億5,498万円（2.9%）

農林水産業費
4億9,011万円（2.2%）

その他
2億4,792万円（1.1%）

総務費
� 20万9,820円

市役所の運営、住民票の発行、税金の徴
収や選挙など

衛生費
� 5万8,614円 健康推進、環境保全、ごみの収集など

民生費
� 20万7,114円

児童、高齢者、障がい者のための施設の
整備や福祉サービスなど

消防費
� 3万8,482円

火災予防対策、消防施設の整備・管理、
消防団に関する経費

公債費
� 7万1,762円

道路、河川、漁港などの施設を整備する
ために借り入れた市債（借金）の返済

商工費
� 2万1,969円 商業や工業、観光の振興などの経費

教育費
� 6万3,968円 学校教育や給食センターなどの経費 農林水産業費

� 1万6,439円
農業・林業・水産業振興の事業に要する
経費

土木費
� 6万3,361円

道路、公営住宅、公園などの整備や維持
管理

その他
� 8,316円 議会運営、労働対策など

　一般会計の予算を１人当たりに換算すると、75万9,844円と
なり、市民生活の向上や地域経済の活性化などいろいろな施策に
取り組んでいます。

市民１人当たりの予算

75万9,844円

　
昨
年
11
月
に
市
長
に
就
任
し
、
３
カ

月
余
り
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
郷
土
釜

石
を
最
高
の
状
態
で
将
来
こ
の
地
域
に

住
む
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
私

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

で
、
震
災
前
よ
り
も
美
し
く
整
備
さ
れ

た
ま
ち
は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。
次

の
10
年
は
新
し
く
完
成
し
た
社
会
資
本

を
基
に
、
将
来
こ
の
地
域
に
住
む
世
代

を
考
え
、そ
の
対
応
と
準
備
を
す
る
「
新

た
な
時
代
」
と
な
り
ま
す
。「
新
た
な
時

代
」
に
向
け
、
優
先
し
て
取
り
組
む
施

策
を
「
４
つ
の
柱
」
と
位
置
付
け
、
第

六
次
釜
石
市
総
合
計
画
の
将
来
像
実
現

の
た
め
に
取
り
組
む
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
併
せ
て
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
地
域
医
療
の
充
実

　
誰
も
が
地
域
内
で
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

県
立
釜
石
病
院
の
建
替
計
画
と
機
能
強

化
に
向
け
た
要
望
や
医
師
数
の
増
加
を

目
指
す
な
ど
、
地
域
医
療
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

２
．
子
育
て
支
援

　
国
は
、
少
子
化
対
策
を
加
速
化
す
る

た
め
、
今
後
３
年
間
を
集
中
取
組
期
間

と
し
て
「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
加
速

化
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
当
市
も
、
地
域
で
生
ま
れ
る

こ
ど
も
達
を
大
切
に
し
、
安
心
し
て
こ

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
構
築
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
．
教
育
の
充
実

　
少
子
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
、
社
会
が
急
速
な
変
化
を
遂
げ
て
お

り
、
教
育
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
中

で
、
当
市
の
将
来
を
担
う
こ
ど
も
へ
の

教
育
を
一
層
充
実
し
て
い
く
よ
う
、
地

域
に
根
ざ
し
た
人
間
性
豊
か
な
児
童
・

生
徒
の
健
全
育
成
と
学
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

４
．
産
業
振
興

　
近
年
、
我
が
国
で
は
、
社
会
や
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
す
る
既
成
概
念
が
大
き
く
変

わ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
を

的
確
に
捉
え
、
市
内
事
業
者
な
ど
と
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
４
つ
の
柱
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
も
、
財
政
の
健
全
化
を
推
し

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
を

改
革
元
年
と
位
置
付
け
、
削
減
す
べ
き

と
こ
ろ
は
削
減
し
、
伸
ば
す
と
こ
ろ
は

伸
ば
す
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予

算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
組
織

に
関
し
て
は
、
段
階
的
に
ス
リ
ム
化
を

行
い
な
が
ら
、
職
員
数
の
適
正
管
理
を

行
い
つ
つ
も
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
働
き
方

の
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
職
員
一
人
一

人
が
持
て
る
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
、

ま
さ
に
身
を
切
る
覚
悟
が
必
要
で
あ

り
、
辛
く
険
し
い
道
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
先
に
、
当
市
の
明
る
い
未
来
が
あ

る
こ
と
を
信
じ
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
全
身
全
霊
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

施 政 方 針
令和６年度令和６年度

前年度比20億200万円増 9.7％増

※�令和６年1月末現在の人口を用いて算出

施政方針の
全文はこちら

予算の詳細は
こちら

※�四捨五入の関係で合計額などが合わない
場合があります

 予算を市民１人当たりにすると？

　市議会３月定例会で小野市長が令和６年度の政　市議会３月定例会で小野市長が令和６年度の政
策の方針を述べる施政方針演述を行いました。こ策の方針を述べる施政方針演述を行いました。こ
こではその概要をお伝えします。こではその概要をお伝えします。

市債：前年度比24億5,670万円増 237.0％増
新庁舎建設事業や集会所建設事業など大型事業の増加

国庫支出金：前年度比4億5,373万円増 13.8%増
地域防災拠点建築物整備緊急促進事業補助金やデジタル
田園都市国家構想交付金による増加

繰入金：前年度比4億1,681万円減 20.2％減
復興事業の収束に伴う復興まちづくり基金繰入金の減な
どによる減少

市税：前年度比3億5,459万円減 7.7％減
国の定額減税制度に伴う個人市民税や主要企業の減収予
想による法人市民税の減額による減少

地方特例交付金：前年度比1億9,000万円増 950.0％増
国の定額減税制度に伴う個人市民税の減少分の補てん措
置による増加

総務費：前年度比20億7,787万円増 49.7％増
令和7年度中の完成を目指す新庁舎の建設工事、ワーケ
ーション施設の整備支援による増加

消防費：前年度比2億2,824万円増 24.8％増
いわて消防指令センターの整備にかかる釜石大槌地区行
政事務組合分担金、橋野地区消防屯所の新築移転整備に
よる増加

民生費：前年度比1億8,235万円増 3.0％増
複合的な生活課題を抱える地域住民に対する重層的な支
援体制の構築、母子保健と児童福祉の両機能を一体的に
運営する「こども家庭センター」の設置による増加

土木費：前年度比8,001万円増 4.4％増
道路の拡幅や老朽化したトンネルの補修、橋の修繕や耐
震工事による増加
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　将来この地域に住む次の世代に引き継ぐために、
優先して取り組む施策を「４つの柱」と位置付け、
第六次釜石市総合計画の将来像実現のために取り
組む重点プロジェクトと併せて推進します。４つ
の柱として実施していく取り組みは次の通りです。※４つの柱と重点プロジェクトの事業数と予算額は重複する部分があります

施策（施策（４４つの柱）つの柱）「新たな時代」「新たな時代」に向けに向け 優先優先してして取り組む取り組む

地域医療地域医療の充実　　� ６事業  1 億 3,928 万円

　県立釜石病院の建替計画と機能強化を早期に示すよう要望　県立釜石病院の建替計画と機能強化を早期に示すよう要望
する他「いわてリハビリテーションセンター」のサテライトする他「いわてリハビリテーションセンター」のサテライト
施設の誘致など、誰もが地域内で必要な医療が受けられ、安施設の誘致など、誰もが地域内で必要な医療が受けられ、安
心して暮らせるよう、地域医療の充実に向けた取り組みを推心して暮らせるよう、地域医療の充実に向けた取り組みを推
進します。進します。
　また、将来的に釜石医療圏で働く医師数の増加を目指す取　また、将来的に釜石医療圏で働く医師数の増加を目指す取
り組みを開始します。り組みを開始します。

産業産業振興　　　　　� 37 事業  54 億 9100 万円

　地域経済の活性化に向け、市内事業者や関係機関との意見　地域経済の活性化に向け、市内事業者や関係機関との意見
交換の場を設け、地域の実情に即した支援を行うとともに、交換の場を設け、地域の実情に即した支援を行うとともに、
起業希望者の掘り起こしから円滑な起業、事業継続までを一起業希望者の掘り起こしから円滑な起業、事業継続までを一
体的に支援できる体制の構築を図ります。体的に支援できる体制の構築を図ります。
　また、さらなる雇用の場の創出や地域経済の発展に向け、　また、さらなる雇用の場の創出や地域経済の発展に向け、
高規格道路や重要港湾である釜石港を有する当市の強みを活高規格道路や重要港湾である釜石港を有する当市の強みを活
かし、さらなる企業立地の実現を目指します。かし、さらなる企業立地の実現を目指します。
　水産業は、近年の主要魚種の不漁などにより、経営が厳し　水産業は、近年の主要魚種の不漁などにより、経営が厳し
い状況にある釜石魚市場や漁業協同組合の経営基盤や組織体い状況にある釜石魚市場や漁業協同組合の経営基盤や組織体
制の強化に努めるとともに、サクラマスの海面養殖など新た制の強化に努めるとともに、サクラマスの海面養殖など新た
な取り組みによる水産業の振興を図ります。な取り組みによる水産業の振興を図ります。

具体的な取り組み具体的な取り組み
◦�県立釜石病院の建替計画と機能強化に向けた要望活動県立釜石病院の建替計画と機能強化に向けた要望活動
◦�「いわてリハビリテーションセンター」のサテライト施設の「いわてリハビリテーションセンター」のサテライト施設の

誘致誘致
◦�地域医療連携推進法人の設立地域医療連携推進法人の設立
◦�オンライン診療の実施に向けた検討オンライン診療の実施に向けた検討
◦�将来的に地域医療に従事する人への修学資金の貸し付け将来的に地域医療に従事する人への修学資金の貸し付け
◦�医学部進学者への入学準備費用の給付医学部進学者への入学準備費用の給付

教育教育の充実　　　　　� 34 事業  15 億 2,588 万円

　地域に根ざした人間性豊かな児童・生徒の育成と学力向上に　地域に根ざした人間性豊かな児童・生徒の育成と学力向上に
向け、望ましい教育環境を確保するための学校規模の適正化や向け、望ましい教育環境を確保するための学校規模の適正化や
適正配置の取り組みを推進するなど、当市の将来を担う子ども適正配置の取り組みを推進するなど、当市の将来を担う子ども
への教育を一層充実していくよう取り組みを推進します。への教育を一層充実していくよう取り組みを推進します。

具体的な取り組み具体的な取り組み
◦�望ましい教育環境の確保に向けた学校規模の適正化・適正�望ましい教育環境の確保に向けた学校規模の適正化・適正

配置配置
◦�放課後の時間などを活用した学習会の開催放課後の時間などを活用した学習会の開催
◦英検受験料の支援英検受験料の支援
◦�「釜石オープン・フィールド・カレッジ」構想「釜石オープン・フィールド・カレッジ」構想※※の推進の推進
※�圏域内高等教育機関などとの連携を図りながら、さまざまな学びの場を創
出し、当市の未来を担う人材の育成やあらゆるライフステージに応じた学
びの場を提供する他、釜石ならではの魅力的な体験プログラムの提供を通
して、地域外の大学生や社会人を当市に呼び込むなど、持続的な交流人口
の増加を図るもの

具体的な取り組み具体的な取り組み
◦�事業承継や経営人材育成といった支援ニーズ調査事業承継や経営人材育成といった支援ニーズ調査
◦�事業者の経営力強化による事業継続・持続的な発展事業者の経営力強化による事業継続・持続的な発展
◦�創業支援機関等と連携した起業・創業の促進創業支援機関等と連携した起業・創業の促進
◦�地の利を生かした企業誘致・物流機能の推進地の利を生かした企業誘致・物流機能の推進
◦�サクラマスの海面養殖や、ウニの畜養などの取り組みを契サクラマスの海面養殖や、ウニの畜養などの取り組みを契

機とした水産業の成長産業化機とした水産業の成長産業化

子育て子育て支援　　　　� 17 事業  9 億 7,434 万円

　これまでの出産や子育てに関する経済的負担の軽減を図る　これまでの出産や子育てに関する経済的負担の軽減を図る
取り組みに加え、母子保健部門と児童福祉部門の機能を一体取り組みに加え、母子保健部門と児童福祉部門の機能を一体
的に運営する「子ども家庭センター」の設置や妊娠育児時期的に運営する「子ども家庭センター」の設置や妊娠育児時期
に応じたお知らせやイベント情報の配信など、安心してこどに応じたお知らせやイベント情報の配信など、安心してこど
もを産み育てることができる環境の構築に向け、さらに取りもを産み育てることができる環境の構築に向け、さらに取り
組みを進めます。組みを進めます。

具体的な取り組み具体的な取り組み
◦�「こども家庭センター」の設置による切れ目のない支援の提供「こども家庭センター」の設置による切れ目のない支援の提供
◦�子育て応援アプリ「Hug Me（ハグ ミー）」を活用した情報発信子育て応援アプリ「Hug Me（ハグ ミー）」を活用した情報発信
◦�産後ケアの利用料無償化と支援の充実産後ケアの利用料無償化と支援の充実
◦�室内の子どもの遊び場の整備に向けた検討室内の子どもの遊び場の整備に向けた検討
◦�食事などを提供する民間団体の活動支援食事などを提供する民間団体の活動支援

問い合わせ
　市総合政策課
　☎27-8413
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人口減対策　� 24 事業  17 億 1,628 万円

　釜石ならではの「学び」のプログラムを提供すると
ともに、官民連携により新たなワーケーション施設の
整備を支援することで、都市部から企業や人を呼び込
み、地域内消費の拡大や都市部企業と地域企業とのビ
ジネスマッチングなどによる地域経済の活性化や、釜
石を訪れる人と地域住民との多様な連携と交流による
地域活性化を図ります。

　当市の魅力をプロモーションしていくため、
SNSを活用した情報発信を行うとともに、首都
圏などで開催される移住セミナーへ積極的に出
展し、移住相談に直接対応することでU・Iター
ンの推進に努めます。

◆関係人口の創出 ◆移住・定住施策　

　当市の脳血管疾患・がん・心疾患の三大疾病の年齢調整死亡率は県内で高い状況です。この状況を改善す
るため、働き世代の健康づくりへの意識向上に向けた取り組みなどを通じて健康寿命の延伸を目指します。

健康寿命日本一に向けて� 12 事業  4 億 1,667 万円

　市内のスポーツクラブと連携した「運動習慣定着事業」
の実施に加え、事業所などに専門職が訪問し、健康づく
りに関する講話を行うなど、積極的な啓発に努めます。
さらに「健康チャレンジポイント事業」は、新たにアプ
リを導入し、歩数記録だけでなく市内を巡るウォークラ
リーを新設するなど、より楽しみながら「健康寿命の延
伸」を目指していただけるよう取り組みます。

　受診率の低い働き世代の人が受診しやすい
よう、土日や休日、早朝や夜間の時間帯に検
診を実施する他、一部の検診では託児サービ
スの提供、健康診査と複数のがん検診をセッ
トで行うなど、受診率の向上に向け取り組み
ます。

◆適切な運動習慣の定着 ◆若年層の受診率の向上

　将来発生が予測されている「日本海溝・千島海溝沿いの
巨大地震」への対策や、近年、激甚化・頻発化している大
雨災害へ対応できるよう、現在全戸配布している防災総合
マップの配布により、防災意識の向上を促します。
　また、地域防災の要である自主防災組織の活性化に向け
た取り組みとして自主防災組織が行う活動への支援や地域
防災リーダーとしての活躍が期待される防災士を育成する
など、組織率向上や、既存組織の活性化に取り組みます。

防災まちづくりの推進　� 28 事業  108 億 6,279 万円

持続可能な交通体系の構築� 3 事業  3 億 7,606 万円

　人口減少や少子高齢化に伴い、高齢者の移動手段の
確保と地域公共交通の維持、今後のあり方が課題とな
っています。市内路線バスは、バスと鉄道間、バス間
の乗り継ぎ環境を改善し持続性向上に努めます。
　鉄道は、観光振興や災害時の移動手段としても重要
な役割を担っているため、国や県、沿線自治体と連携
しながら取り組みます。

重点プロジェクト
　第六次釜石市総合計画に掲げる将来像の実現に向け、分野別に重点プロジェクトを定め、戦略的
な施策の展開を図っていきます。各重点プロジェクトと今年度取り組む主な施策は次の通りです。
※�４つの柱と重点プロジェクトの事業数と予算額は重複する部分があります

問い合わせ
　市総合政策課　☎27-8413

　新たにプラスチック使用製品廃棄物の分別収
集・再商品化に向けて取り組む他、波力発電の
事業化に向け支援します。
　県内で初の独自制度である「釜石版ブルーカ
ーボン・オフセット制度」は、着実な運用に努
めながら、環境に配慮したまちづくりに寄与す
ることを目指し、さらなる進展を図ります。

　デジタル行政サービスを網羅的に届けるため
の共通の入口となる「スーパーアプリ」の本格
運用の開始に加え、行政サービスの最適化と利
便性向上のため、各課で所有する地理空間情報
を統合する「統合型GIS」の構築に取り組むなど、
デジタルを用いた新たな変革を生み出し、市民
ニーズに応えられる地域を目指します。

◆デジタル技術の活用

エネルギー対策の推進、D
デジタル・トランスフォーメーション

Xの推進� 9 事業  6億 3,238万円

◆多様な再生可能エネルギーの◆多様な再生可能エネルギーの
　有効活用　有効活用
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